
➢ 位置付けと期間

➢ 全体構成

⚫ 総合振興計画を上位計画とするさいたま市のＤＸ推進の内部方針

⚫ 「デジタル八策」をコンセプトとし、重点事項や関連事業を体系化

⚫ 令和８(2026)年度～令和12(2030)年度（必要に応じて毎年度改定）

➢ ＤＸ推進体制

➢ 10のＤＸ重点事項

1. オンライン申請の利用促進

2. デジタル地域通貨・市民アプリの活用

3. データを活用した政策立案の推進

4. 情報セキュリティ対策の徹底

5. ICT-BCMの確実な実施

6. デジタル技術のガバナンス推進

7. ＤＸ共創プラットフォームの構築

8. デジタル人材の育成

9. 生成ＡＩの活用

10. 基幹業務システムの標準化

デジタル技術やデータを活用した

新時代の市民ニーズに応える効果的・効率的な行政運営

地域社会のデジタル化推進、セキュリティの確保

誰一人取り残されない、人に優しいデジタル社会の実現

Ⅱ.地域社会のデジタル化Ⅰ.行政手続の市民負担軽減

Ⅲ.デジタルを活用した

.効率的で的確な行政

Ⅳ.変化や危機に対応しうる

柔軟性

VALUE

➢ 本市におけるＤＸ

⚫ 市民の視点に立ち、デジタル技術やデータを
活用して行政サービスの質を高めるとともに、
業務を効率化し、組織のあり方と職員の働き
方の変革を進める取組

VISION

MISSION

さいたまＤＸ戦略 2030
～選ばれる都市を目指して~

【概要版】

➢ ＭＶＶ

さいたま市総合振興計画の最終年度である2030年度に向けて

本市ＤＸ推進のコンセプト「デジタル八策」等を「ＤＸ戦略」として定めるもの



取組の全体像（イメージ） ~選ばれる都市を目指して~

【概要版】さいたまＤＸ戦略 2030




